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岸
田
首
相
は
、
臨
時
国
会
で

所
信
表
明
演
説
を
お
こ
な
い
、

「
構
造
的
な
賃
上
げ
」
を
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し

た
。
特
に
「
年
功
制
の
職
能
給

か
ら
日
本
に
合
っ
た
職
務
給
へ

の
移
行
」
な
ど
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
言
動
は
国

鉄
改
革
を
経
験
し
て
き
た
私
た

ち
か
ら
す
る
と
、
政
治
介
入
を
想
起
さ
せ
る
不
穏

な
言
動
に
思
え
る
。

　
１
９
９
０
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
使
で

開
催
し
た
国
際
鉄
道
安
全
会
議
で
、
故
松

崎
明
氏
が
事
故
の
な
い
鉄
道
を
通
じ
「
み

ん
な
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
を
つ
く
る
」
と
提

起
し
労
使
で
そ
の
姿
を
目
指
し
て
き
た

が
、
鉄
道
誕
生
１
５
０
周
年
を
迎
え
た

今
、
社
員
や
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ

な
ら
、
国
土
交
通
省
の
検
討
会
で「
守
る

も
の
は
鉄
道
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域

の
足
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
廃
止
あ

り
き
、
存
続
あ
り
き
と
い
う
前
提
を
置
か

ず
に
協
議
す
る
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
鉄
道
と
バ
ス
の
走
行
キ
ロ
あ
た
り
の

経
費
比
較
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
で
は
列
車
走
行

キ
ロ
あ
た
り
の
営
業
費
用
が
５
３
５
４
円

も
か
か
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
バ
ス
で
は
、

実
車
走
行
キ
ロ
あ
た
り
の
営
業
費
用
が
４

９
１
円
と
い
っ
た
こ
と
も
公
表
さ
れ
、
こ

れ
で
は
誰
が
ど
う
見
て
も
鉄
道
よ
り
も
バ

ス
の
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解

を
持
つ
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
そ
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、「
鉄
道
事

業
の
社
員
を
４
千
人
減
　
不
動
産
や
流
通

に
配
置
転
換
」
と
い
っ
た
見
出
し
も
唐
突

に
出
て
き
た
が
、
仮
に
４
千
名
の
対
象
に
自
ら
が

な
っ
た
と
し
て
も
、
鉄
道
事
業
を
担
う
こ
と
を
前

提
と
し
て
労
働
契
約
し
入
社
し
て
き
た
社
員
が
大

半
で
、
畑
違
い
の
職
種
に
出
向
す
る
こ
と
は
、
自

分
自
身
が
想
像
し
て
い
た
現
実
と
大
き
な
乖
離
が

発
生
す
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員
は
協
約
で
出

向
期
間
は
３
年
と
定
め
ら
れ
、
施
策
を
進
め
る
前

提
と
し
て
管
理
者
な
ど
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
パ
ワ
ハ
ラ
ま
が

い
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
し

て
も
会
社
が
「
何
と
か
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
淡

い
幻
想
を
抱
く
こ
と
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ジ

ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
施
策
で
は
団
体
交
渉
を
行

い
、
主
な
26
項
目
の
確
認
と
議
事
録
を
締
結
し
進

め
て
き
た
が
、
異
動
の
囁
き
な
ど
で
は
「
場
所
も

エ
リ
ア
も
職
種
も
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
不
安
に

さ
せ
、
意
見
を
言
え
ば
「
転
勤
で
家
庭
が
崩
壊
す

る
の
か
」
な
ど
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や
業
務
実

態
、
意
識
付
け
を
無
視
す
る
言
動
に
「
単
な
る
要

員
の
穴
埋
め
で
な
い
か
」
と
怒
り
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
そ
し
て
許
せ
な
い
の
は
行
き
過

ぎ
た
転
勤
慫
慂
に
よ
っ
て
か
、
複
数
名
の

病
欠
者
が
発
生
、
最
近
で
は
10
名
以
上
の

組
合
員
が
異
動
の
話
は
さ
れ
る
も
白
紙
と

な
る
な
ど
、
由
々
し
き
事
態
と
も
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
ロ
ー
カ
ル
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て

連
日
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
と
自

治
体
や
地
域
と
進
め
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
言
え
ば
前
提
は
首
都

圏
在
来
線
及
び
新
幹
線
の
黒
字
で
赤
字
を

埋
め
る
と
い
う
「
国
鉄
改
革
の
ス
キ
ー

ム
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
が
あ

り
な
が
ら
も
３
年
以
内
に
対
策
を
決
定
す

る
こ
と
は
、「
政
治
介
入
で
は
な
い
か
」

と
疑
問
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
安
易
な
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止

を
す
る
な
ら
ば
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
国
鉄
改
革
時
の
よ
う
に
「
職
場
と
仕
事

と
生
活
を
守
る
」
こ
れ
が
労
働
組
合
の
任

務
で
あ
り
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
会
社

が
施
策
を
実
施
す
る
以
上
、
私
た
ち
は
そ

の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
組
合
員
の
要

求
を
集
約
し
、
団
結
し
て
た
た
か
う
こ
と

抜
き
に
、
私
た
ち
の
要
求
は
実
現
し
な
い
。

　
２
０
２
３
年
３
月
期
第
１
四
半
期
決
算
（
４
月

〜
６
月
）
は
３
期
ぶ
り
に
２
８
１
億
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
一
方
で
、
全
世
界
的
に
も
異
常
と
も
い

え
る
物
価
上
昇
と
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
実
態
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
会
社
は
、「
社
員
の
幸

福
」
を
謳
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
今
こ
そ

職
場
の
努
力
に
報
い
る
べ
き
で
あ
る
。
年
末
手
当

要
求
満
額
を
勝
ち
取
る
た
め
の
大
き
な
う
ね
り
を

職
場
か
ら
つ
く
り
出
し
て
い
こ
う
。

現実に目をそらさず危機感をバネに
職場での実践で現状を突破しよう！

に関する申し入れ

申し入れ項目

申５号
「現業機関における新たな役割に「現業機関における新たな役割に
� ついて」の議事録確認を締結する!!� ついて」の議事録確認を締結する!!

「サービスマネージャーの見直し」「サービスマネージャーの見直し」

本
部
釣
り
部

職場からの組合員の声をもとに全10項目を申し入れる！
　ＪＲ東労組は、７月14

日会社からの提案以降、

職場議論を基に２つの

申し入れ（申２号・申４

号）を行い、団体交渉を

経て議事録確認を締結し

ました。

　団体交渉において、現

在職場で発生している諸

問題に対する危機感と問

題意識を会社側に強く訴

えることにより、安全第

一であり、組合員・社員

の健康確保が大前提ある

ことを確認しました。合

わせて、現行の人事・賃金制度が基本的に変わるものではないことを確

認しました。また、一部職場において、これまでの経験や経過を踏まえ

ないことが「柔軟な対応」と誤認識している実態であることを訴え、安

全性向上に向けて取り組んでいくことを確認しました。

　一方、安全レベルの維持・向上や技術継承、人材育成を中心的に担う

指導担当の業務量が増加している現実を踏まえ、指導担当とイノベーテ

ィブスタッフの二重発令を行わないことを求めました。会社から「指導

担当の役割は重要である」との認識は引き出したものの、二重発令を行

わないとの確認は出来ませんでした。今後、指導担当としての役割が全

うされているのか。労働時間はしっかり管理されているのか等の検証が

必要です。さらに、各現業機関にイノベーティブスタッフが新設される

ことから、労使議論に踏まえた運用がされているのかとの検証が重要に

なっていきます。

１． サービスマネージャー配置駅の特情・特殊性があることを踏まえて、サービスマネ

ージャー解消後においても、サービスマネージャーが行ってきた業務内容を迅速・

的確・丁寧に実施できる駅の運営体制とし、適切な要員を配置すること。

２． サービスマネージャーが担っていた業務を全ての社員が担うことから、サービスレ

ベルを低下させないために、各担務の業務に専念できる環境と体制を整えること。

３． 「人ならではのきめ細やかな対応」は、今後も必要不可欠であり重要な役割を持つ

ことから、機動的な役割を持った出面を配置すること。また、駅における案内業務

は人ならではの対応であるため、今後も駅の業務として行うこと。

４． サービスマネージャーが担っていた「介助の必要なお客さま対応」「急病人対応」

「迷惑行為対応」「線路内拾得物対応」「デジタルサイネージ管理及び作成」等の業

務を全ての社員が担うことから、各駅の特情や各社員の習熟度に合わせて、教育・

訓練を定期的に実施すること。また、必要な備品等を整備・設置すること。

５． ポスター・パンフレットの管理・配布・整理を確実に実施するために、各駅の特情

・特殊性に踏まえて作業ダイヤに組み込むこと。

６． サービスマネージャーの経験を含めた駅業務で培った業務知識・経験・ノウハウを

活かし、サービスレベル向上とめざすべきキャリアビジョンの一つとして「サービ

ス指導担当」を新設し配置すること。

７． サービスマネージャーを解消するにあたり、現在サービスマネージャーを担ってい

る組合員・社員の家庭状況や本人の希望・意思を丁寧に把握すること。

８． サービスマネージャーを担っている組合員・社員のキャリアプラン・生活設計に即

した担務や業務等を考慮・配慮し配置すること。また、育児・介護勤務制度を活用

出来る作業ダイヤを作成し、ワークライフバランスを考慮すること。

９． サービスマネージャーが担っていた業務を全ての社員が担うことから、営業職場で

働く組合員・社員の役割と業務内容が増加するため、賃金規程別表第17（第64条）

番号６を適用すること。

10． サービスマネージャー解消後において、具体的な問題・課題等が発生した際は、労

使議論を行うとともに、サービスマネージャーの再配置等の必要な見直しを行うこ

と。

　
10
月
３
日
（
月
）
千
葉
県

鋸
南
町「
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ

ー
ズ
保
田
」
に
お
い
て
総
勢

46
名
の
参
加
で
『
第
31
回
釣

り
大
会
・
総
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
種
目
は
、
海
船
釣
り
（
保

田
港
・
村
井
丸
）、
ヘ
ラ
ブ
ナ

釣
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り

（
三
島
湖
・
と
も
ゑ
釣
船
）

の
３
種
目
に
分
か
れ
て
競
技

を
開
催
し
ま
し
た
。
心
配
さ

れ
た
台
風
も
影
響
は
な
く
、

海
で
は
カ
ン
パ
チ
、
イ
ナ
ダ

な
ど
多
く
の
大
物
の
釣
果
が

あ
り
、
ヘ
ラ
ブ
ナ

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

に
お
い
て
も
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
仲
間
と
釣
り

で
楽
し
く
交
流
。

ま
た
様
々
な
問
題
も
参
加
者

全
員
の
協
力
で
乗
り
越
え
、

無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
表
彰
式
・
総
会
に
お

い
て
、
佐
藤
中
央
執
行
副
委

員
長
の
講
演
を
受
け
、
今
後

の
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
や
ド
ラ

イ
バ
レ
ス
運
転
の
危
機
意
識

を
共
有
化
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
釣
り
部
で
は
参
加

し
や
す
い
釣
り
を
企
画
し
、

組
織
拡
大
・
組
織
強
化
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

「
第
31
回
釣
り
大
会
」を

�

盛
大
に
開
催
！

�（10月７日）�（10月７日）

職場の実態把握を行い、安全・健康・ゆとりある職場をつくり上げよう！


